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シナジーをねらって加盟
　和歌山店のアイ企画はア
エラホームFCの4店舗目。社
長の父親が棟上げ専門業と
して独立し、基礎工事・リ
フォームと職域を広げ成長

してきた。その中で「いつか
自社で新築をやりたい」とい
う想いをずっと抱いていた
という。代表を娘の愛加さん
に承継した段階で転機があ
り、不動産事業を本格的に
取り組むようになった。する
と「土地なし客が多い」とい
う事実と向き合うことになる。
「不動産事業と新築のシナ
ジーは、分かっていたけどや
はり大きい。不動産を始めて
勢いのあるこのタイミング
で新築事業を始める」と、愛
加さんは決意。しかし、新築
商品はたくさんあり、何が良

いのか迷う。そこで登場した
のが取締役の谷口誠さん
だった。「僕の方からアエラ
ホームをやりたいと強く提
案した」努力家でアイデアマ
ンの谷口さんは、営業や現場
監督と、現場の前線で何でも
こなす同社のエース。「一番
の決め手は屋根まで断熱し
ていること。新築をやるから
には徹底的にこだわったも
のをやりたかった」
　アエラホームの強みは屋
根を含んだ家全体をアルミ
で包み込む外張W断熱工法
を採用した「高気密・高断熱・

高遮熱」が特徴だ。二人は実
際に兵庫のアエラホームの
現場研修へ参加。すると、断
熱材の継ぎ目はアルミ気密
テープでふさぎ、仕口にウレ
タン吹付をするなど想像以
上の「気密・断熱に対する熱
意」を感じ、意気込みが確信
に変わったという。

初年度で受注を獲得

　「和歌山に（アエラホーム
が）ないことで独自のポジショ
ンが取れること、高性能な商
品とプランの組み合わせに
よる自由設計でありながら

価格とのトータルバランス
が良く、幅広い客層に対応で
きるのも魅力」（谷口さん）本
部の集客支援もあり、昨年の
10月に加盟して新築事業は
初めてながら、すでに2棟の
受注を獲得。一棟は引き渡
しを終え、2棟目は棟上げが
終わったところだ。
　勢いそのままに同社は10
月に移動型モデルハウスを
オープン予定。意欲的な平
屋モデルだ。今後の目標は年
間12棟。先代の夢を引き継ぎ
ながら和歌山に新しい風が
吹かせられるか。

大工の経験が反応した
　榎田建築の創業年は、社
長の榎田公貴さんの大工歴
と重なる。兄弟弟子と共に親
方の厳しい指導を受けた最
後の世代だ。新築のみならず
リフォームと忙しい日々を
送ってきたが、「大工として
やりがいがあっても、最前線
に立ち続けるには体力の限

界もある。でも、半端なもの
は建てたくない。そのための
商品を探し続けていた」と話
す。大工の経験は既に20年
以上。その経験値がアエラ
ホームの技術的な面、特に遮
熱性について反応した。「こ
れはなかなか施工が大変だ
ぞ。だからこそ大工の自分が
提供する価値のあるものだ」
すぐに調べ始め、1ヶ月も経
たないうちに加盟を決めて
いた。

現場の姿勢に共感

　昔から榎田さんの行動力
は変わらない。工務店やハウ
スメーカーを問わず、知らな
い建材や工法を使っている

会社があれば自分の足で調
べ、時には直接訪ねて疑問を
ぶつけた。いい現場も悪い現
場も数えきれないほど見て
きた。そのため、「ほとんどの
仕事ができるようになった」
と榎田さん。実際、同社では
基礎の鉄筋製作まで自分た
ちで手掛ける。
　「高気密・高断熱をうたう
住宅であっても、屋根につい
ては屋根裏の空間そのもの
と2階の天井で断熱を取るの
が一般的。屋根自体を断熱
する方が快適だ」しかし施工
には手間がかかる。そのこと
が分かっていたこともあり、
加盟前に静岡のアエラホー
ムの現場を視察して現場の

大工に疑問をすべてぶつけ
た。「現場は整理が行き届い
て共感した。答え合わせのよ
うな感じだったが、丁寧に一
つ一つ応えてもらって確信
が持てた」

これからの時代に 
選ばれる商品

　そこまで榎田さんを動か
すのは、「これから求められ
る住宅は、それくらい手間の
かかったものが選ばれる」と
思っているから。大工として、
「自分なら少し手間のかかる
ものでも、完璧に仕上げられ
る」という自負もある。偶然
にもアエラホームの中島鷹
秀社長も元大工。榎田さんに

はその点でも共感がある。
　今は年間12棟が目標。大
がかりな宣伝はしていないが、
本部の集客などにより最初
の受注獲得を目指している。
「現場で（大工である）自分が
説明すれば必ず差別化でき
る」職人の幅広いコミュニ
ティをもっている榎田さん。
今後は本腰を入れて業務を
拡大するため、今は北陸で腕
を鳴らしている兄弟弟子を
呼んだ。
　同社では21歳になった榎
田さんの息子が勤務を始め
た。榎田さんが盤石な経営基
盤を作ることで、後を引き継
ぐ経営者になってほしいと
願っている。

［全面広告］

　加盟時期や動機の異なる2社のアエラホームFC（フランチャイズチェーン）
加盟について、それぞれの想いを聞いた。アイ企画（和歌山店）は元々リフォー
ムおよび不動産業に取り組んでおり、新築事業未経験ながらアエラホームに加

盟し、初年度で既に受注を獲得している。榎田建築（三重県名張店）は、大工と
して20年仕事をしてきた社長が独立。その際に選んだのがアエラホームだっ
た。「自信をもってお客様に勧められる」と口をそろえる理由とは。
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